
足助地区大多賀町で、遊休農地予防・解消のための活動に取り組みました
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豊田市

農業委員会だより
今ある農地を活かし、守り、残す、
農地利用の最適化を進めるために

第　 　　　号16
令和２年３月１日発行

　獣害対策用ワイヤーメッシュ柵設置に地区の委員さん等が一汗。遊休農地解消のため、高冷地小麦栽培の試験を行い、今後の活用方法を模索します。
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特 集

「
地
区
農
業
委
員
会
」
方
式
で
最
適
化
推
進

地
区
の
特
徴
を
活
か
し
た

自
主
的
な
活
動
を
目
標
に

■
平
成
29
年
度
の
新
体
制
農
業
委
員
会
移
行
時

に
、
豊
田
市
独
自
の
取
組
み
と
し
て
「
地
区
農

業
委
員
会
」
方
式
を
導
入
し
ま
し
た
。
地
区
農

業
委
員
会
は
、
市
内
６
地
区
で
、
５
月
・
８
月
・

11
月
・
２
月
の
年
４
回
開
催
し
て
い
ま
す
。　

■
地
区
農
業
委
員
会
は
、
市
域
が
広
く
、
平
野

部
と
中
山
間
地
の
農
業
事
情
が
大
き
く
異
な
る

た
め
、
地
域
ご
と
の
特
徴
を
活
か
し
た
農
地
利

用
最
適
化
を
図
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
地
区
の

こ
と
は
地
区
で
解
決
す
る
こ
と
を
目
標
に
、
地

区
農
業
委
員
と
推
進
委
員
が
連
携
し
て
、
自
主

的
に
企
画
し
た
会
議
と
実
践
を
行
っ
て
運
営
す

る
こ
と
に
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

農
地
利
用
の
最
適
化
を
、
法
令
必
須
の

重
点
業
務
と
し
て
推
進
し
て
い
ま
す

■
杉
浦
俊
雄
農
業
委
員
が
議
長
と
し
て
進
行

し
、
活
発
な
意
見
を
リ
ー
ド
し
て
具
体
的
な
活

動
に
結
び
つ
け
て
い
ま
す
。
地
区
担
当
推
進
委

員
の
現
場
情
報
を
大
切
に
し
て
、
最
近
で
は
若

林
東
町
の
未
整
備
農
地
解
消
に
向
け
、
安
田
幸

市
地
区
担
当
推
進
委
員
を
中
心
に
地
区
へ
の
働

き
か
け
を
実
践
し
て
い
ま
す
。
地
元
で
の
懇
談

会
開
催
に
も
一
役
買
い
ま
し
た
。

６地区で、地区代表農業委員が議長に
年４回、定期的に開催。臨時会も開催

高
岡
地
区
農
業
委
員
会
の
取
組
事
例

■
地
区
農
業
委
員
会
に
は
、
農
業
委
員
会
長
、

同
職
員
、
市
農
政
課
職
員
も
同
席
し
、
情
報
の

共
有
化
と
連
携
を
図
っ
て
い
ま
す
。
研
修
会
・

現
地
調
査
・
活
動
実
施
等
、
今
後
継
続
し
た
地

域
課
題
解
消
へ
の
取
組
み
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

連
携
し
て
課
題
の
解
消
に

具
体
的
実
践
の
た
め
の
会
議

▲高岡地区農業委員会では、愛知県職員を講師に招き中間管理機構関連農地整備事業の研修を実施

▲未整備農地利用検討会を地元にて開催。太田市議・自治区長・土地改良役員・
　地主代表等が参加。安田委員が進行役を務めました。( 令和元年 11 月 15 日）



地区農業委員会
地　　区 代表農業委員 代表推進委員 委員数

豊田・高橋 鈴木喜一郎 　神谷春博 ９

上郷 西山弥太郎 佐藤家三男　 ８

高岡 杉浦俊雄 　柘植　學 １０

猿投・保見・石野・藤岡 　森　敏康 　水谷雅博 １４

松平・足助・下山 浅見富士男 　加納一範 １３

旭・稲武・小原 　杉田雅子 　渡邉　実 １０

代表農業委員を議長に、代表推進委員は副議長として委員会を運営
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▲松平地区農業委員会では、伊藤農業委員による集落営農組合研修会を実施。

▲豊田地区農業委員会では、2 号遊休農地判断の目ぞろい現地確認調査を実施

■
高
岡
地
区
は
、
水
田
中
心
の
農
業
が
盛

ん
で
あ
り
、
地
区
を
支
え
る
担
い
手
、
主

に
農
業
法
人
が
、
農
地
の
利
用
増
進
を
図

り
な
が
ら
、
集
積
と
集
約
化
を
進
め
て
い

る
地
域
で
あ
り
ま
す
。
農
業
委
員
・
推
進

委
員
の
業
務
目
的
で
あ
る
農
地
利
用
の
最

適
化
は
、
ま
ず
ま
ず
達
成
し
て
い
る
地
域

で
あ
る
と
個
人
的
に
は
考
え
て
い
ま
す
。

■
し
か
し
、
地
区
農
業
委
員
会
で
話
合
う

中
で
、
細
部
に
目
を
向
け
て
み
る
と
幾
つ

か
の
課
題
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
昨
年
度

は
、
荒
廃
農
地
と
な
っ
て
い
た
ビ
ニ
ー
ル

ハ
ウ
ス
が
台
風
の
影
響
で
思
わ
ぬ
影
響
を

生
じ
さ
せ
ま
し
た
。
地
区
農
業
委
員
・
推

進
委
員
を
始
め
、
自
治
区
、
関
係
者
の
協

力
を
得
て
、
ハ
ウ
ス
内
の
片
づ
け
や
改
善

対
策
へ
の
対
処
を
行
い
ま
し
た
。

■
ま
た
、
本
年
度
か
ら
は
、
未
整
備
農
地

の
土
地
改
良
事
業
に
向
け
議
論
を
行
っ
て

■
当
地
区
で
は
、
農
地
の
流
動
化
が
進

む
一
方
、
土
地
持
ち
非
農
家
が
増
え
て

い
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
農

家
で
は
、
農
地
と
し
て
の
価
値
や
重
要

性
、
農
業
へ
の
関
心
が
希
薄
に
な
っ
て

い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

■
ま
た
、
大
規
模
転
用
等
の
農
地
減
少

に
よ
る
関
連
農
業
団
体
の
経
営
圧
迫
、

狭
小
な
農
地
（
担
い
手
が
で
き
な
い
農

地
）
の
管
理
な
ど
、
こ
れ
か
ら
も
様
々

な
課
題
が
生
じ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

当
委
員
会
で
で
き
る
こ
と
は
限
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
少
し
で
も
前
向
き
に
進
め

ら
れ
る
よ
う
に
活
動
し
て
行
き
ま
す
。

■
最
初
は
地
区
農
業
委
員
会
の
運
営
に

戸
惑
い
ま
し
た
。
会
を
重
ね
る
ご
と
に

各
委
員
の
積
極
的
な
発
言
が
契
機
と
な

り
、
議
論
が
ま
と
ま
り
実
践
に
結
び
付

け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
農
業
委
員

３
名
、
推
進
委
員
７
名
で
、
活
発
な
議

論
を
戦
わ
せ
な
が
ら
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

の
力
を
発
揮
さ
せ
て
行
き
ま
す
。

新
た
な
地
区
農
業
課
題
へ
の
対
応

積
極
的
な
意
見
で
前
進

荒
廃
温
室
の
改
善
や

未
整
備
農
地
の
対
応
策
検
討

議
長
を
務
め
て

高
岡
地
区
農
業
委
員
会
の

杉浦俊雄
高岡地区代表農業委員

（株式会社中甲代表）

き
ま
し
た
。
担
い
手
が
受
託
す
る
こ
と

の
で
き
な
い
未
改
良
地
の
改
善
に
向

け
、
現
地
を
実
際
に
歩
い
て
調
査
を
行

い
、
関
係
機
関
を
招
い
て
の
勉
強
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
そ
の
解
決
方
法
を
と

り
ま
と
め
、
地
元
に
お
い
て
実
践
で
き

る
よ
う
に
と
働
き
か
け
を
進
め
て
い
ま

す
。
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の
５
集
落
で
設
立

の
具
体
的
イ
メ
ー
ジ
把
握

■
令
和
元
年
８
月
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
実
質
化

を
図
る
た
め
に
、
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
団
体

の
活
動
実
績
の
あ
る
５
集
落
で
保
見
地
域
営
農
協

議
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
多
面
的
活
動
団
体
の

役
員
を
中
心
に
、
農
業
委
員
・
推
進
委
員
、
担
い

手
農
家
、
農
業
関
係
者
、
自
治
区
長
、
市
議
会
議

■
研
修
会
と
し
て
、
豊
田
土
地
改
良
区
技
術
専
門

監
の
矢
頭
更
三
氏
の
講
演
を
受
け
ま
し
た
。
具
体

的
に
導
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
農
地
整
備
事
業
の

可
能
性
を
知
る
と
共
に
、
そ
こ
に
至
る
課
題
の
高

さ
を
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

■
集
落
別
の
多
面
的
機
能
支
払
制
度
の
「
地
域
資

源
保
全
管
理
構
想
」
に
よ
る
地
域
農
業
の
将
来
方

針
を
紹
介
し
、
今
後
の
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
将
来

方
針
」
作
成
の
た
め
の
検
討
材
料
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、
実
質
化
し
た
人
・
農
地
プ
ラ
ン
作
成
に
必

要
と
な
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
方
法
説
明

や
、
農
業
委
員
・
推
進
委
員
に
よ
る
農
地
の
貸
付

け
意
向
調
査
実
施
の
中
間
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
し
て
い
ま
す

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
の
話
合
い

●
人
・
農
地
プ
ラ
ン
を
核
に
し
て
、
農
地
の
利
用
集
積
・
集
約
化
を
推
進
す
る

法
律
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

●
農
業
委
員
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
は
こ
の
プ
ラ
ン
作
成
の
話
合
い
に

積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と
が
義
務
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン

の
推
進
は
豊
田
市(

農
政
課
）
が
中
心
と
な
り
、
農
業
委
員
・
推
進
委
員
、
集

落
営
農
組
織
代
表
、
土
地
改
良
区
代
表
、
認
定
農
業
者
等
の
農
業
関
係
者
で
組

織
す
る
「
地
域
営
農
協
議
会
」
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

●
人
・
農
地
プ
ラ
ン
を
実
質
化
す
る
た
め
の
話
合
い
を
、
令
和
２
年
度
か
ら
行

う
予
定
で
す
。

地区 会長名 属性 構成員数

豊田 鈴木喜一郎 農業委員 21（５）

高橋 岩田弘勝 農業委員 9（４）

上郷 西山弥太郎 農業委員 27（８）

高岡 杉浦俊雄 農業委員 28（10）

猿投 森　敏康 農業委員 16（５）

保見 横粂　鈞 農業委員 23（３）

石野 丹羽勝彦 直払代表者 12（３）

藤岡 梅村貢司 農業委員 18（３）

小原 池野孝司 直払代表者 12（３）

松平 中根　大 30（３）

足助 伊藤政和 農業委員 39（６）

下山 浅見富士男 農業委員 26（４）

旭 安藤公朗 直払代表者 31（４）

稲武 杉田雅子 農業委員 18（３）

現在、１４地域営農協議会でプラン
を作成しています。現プランから実質
化した地域を決め、今後さらに実質化
したプランにするため、地域を細分化
するための話合いも行われます。

地域営農協議会の状況

員
等
を
含
め
た
幅
広
い
構
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。

役
員
会
と
定
例
会
を
組
織
活
動
の
基
本
と
し
て
、

研
修
会
、
先
進
地
団
体
視
察
、
現
地
調
査
活
動
等

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
農
業
の
現
状
分
析
に
は
、
市
農
政
課
と
農
業
委

員
会
作
成
の
農
地
集
積
分
布
図
を
活
用
し
ま
し

た
。
集
落
別
の
地
図
に
よ
り
集
積
状
況
が
一
目
で

わ
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
地
主
負
担
無
し
の
農
地

中
間
管
理
機
構
関
連
農
地
整
備
事
業
等
、
現
在
の

農
業
政
策
の
動
向
を
協
議
し
ま
し
た
。

■
市
農
政
課
か
ら
、「
な
ぜ
『
今
』
人
・
農
地
プ

ラ
ン
の
実
質
化
な
の
か
？
」
等
の
資
料
説
明
を
受

け
ま
し
た
。
既
存
の
人
・
農
地
プ
ラ
ン
が
ど
う
い

う
も
の
か
、
そ
し
て
、
新
し
く
取
り
組
む
必
要
の

あ
る
「
実
質
化
し
た
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
の
イ
メ

ー
ジ
を
把
握
し
、
具
体
的
に
地
域
の
農
業
を
改
善

す
る
た
め
の
方
向
性
を
確
認
し
ま
し
た
。

地
域
営
農
協
議
会
に
、
全
農
業
委
員
・
推
進
委
員
が

保
見
地
域
営
農
協
議
会
の
事
例

▲地区集落の農地整備事業の必要性など、熱心な質疑や協議が行われます。▲地域の農地整備について矢頭講師の研修受講

多
面
的
機
能
支
払

交
付
金
団
体
活
動

人
・
農
地

プ
ラ
ン

保
見
地
域
で

考
え
ら
れ
る
農
地
整
備
事
業
に
つ
い
て

注１：農協・県・市等の関係機関は構成員数に含まれません。
注２：(　）内数は、農業委員・推進委員の人数です。
注３：直払とは、「中山間地域等直接支払交付金」制度の団体のこと。
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▲保見町・東保見町・貝津町・伊保町・篠原町の５集落で保見地域営農協議会を設立。保見町公民館で定例会を開催、地域農業の今後の有り方等を協議します。

実質化した
人・農地プラン
の作成概要
（農林水産省パンフレット紹介）

■
市
は
、
こ
れ
ま
で
作
成
し
た
人
・
農
地
プ
ラ
ン

の
う
ち
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
に
よ
っ
て
、
既
に
実

質
化
し
て
い
る
と
判
断
で
き
る
区
域
に
つ
い
て

は
，
公
表
し
て
い
ま
す
。
実
質
化
が
、
今
後
必
要

な
区
域
に
つ
い
て
は
、
集
落
代
表
や
連
携
す
る
関

係
機
関
等
と
相
談
し
な
が
ら
、
実
質
化
に
取
り
組

む
対
象
地
区
ご
と
に
工
程
表
を
作
成
し
、
公
表
し

ま
し
た
。

■
市
で
は
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
見
直
し
に
係
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
を
、
令
和
元
年
12
月
に
実
施

し
ま
し
た
。
調
査
結
果
は
、
地
図
に
落
と
し
込
ん

で
今
後
の
話
合
い
に
活
用
し
ま
す
。

■
農
業
委
員
・
推
進
委
員
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

や
地
域
の
話
合
い
等
を
通
じ
て
、
貸
出
意
向
の
あ

る
個
々
の
農
地
の
面
積
や
地
番
を
把
握
し
、
中
心

経
営
体
と
の
具
体
的
な
マ
ッ
チ
ン
グ
に
つ
な
げ
て

い
き
ま
す
。

■
地
域
の
話
合
い
を
再
活
性
化
し
て
、「
将
来
に

わ
た
っ
て
地
域
の
農
地
を
誰
が
担
っ
て
い
く
の

か
」、「
誰
に
農
地
を
集
積
・
集
約
化
し
て
い
く
の

か
」
を
、
地
域
の
皆
さ
ん
で
決
め
て
い
く
こ
と
。

■
実
質
化
の
要
件

①
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施　

対
象
地
区
の
相
当

部
分
に
つ
い
て
、
お
お
む
ね
５
年
か
ら
10
年
後
の

農
地
利
用
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
が
必
要

②
農
業
者
の
年
齢
階
層
別
の
就
農
や
後
継
者
の
確

保
の
状
況
が
地
図
に
よ
り
把
握
さ
れ
て
い
る
こ
と

③
対
象
地
区
を
原
則
と
し
て
集
落
ご
と
に
細
分
化

し
、
中
心
経
営
体
へ
の
農
地
の
集
約
化
に
関
す
る

将
来
方
針
を
定
め
る
こ
と

人
・
農
地
プ
ラ
ン
の

実
質
化
と
は
？

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
つ
い
て

プ
ラ
ン
実
質
化
の
取
組
み
の
流
れ
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下
山
地
区

30
年
の
満
期
を
迎
え
る

生
産
緑
地
の
今
後
は

■
令
和
４
年
は
、
生
産
緑
地
の
指
定
か
ら

30
年
を
経
過
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

新
た
に
「
特
定
生
産
緑
地
」
の
制
度
が

創
設
さ
れ
ま
し
た
。
30
年
を
経
過
す
る
前
に

指
定
を
受
け
て
い
た
農
地
所
有
者
は
対
応
が
必
要
で
す
。

特
定
生
産
緑
地
指
定
に
は

農
地
の
適
正
管
理
が
必
要
で
す

農
地
の
活
用
保
全
か

都
市
機
能
の
充
実
を
図
る

判
断
が
必
要
に
な
り
ま
す

■
生
産
緑
地
制
度
は
本
来
、
市
街
化
区
域
内
農
地

の
保
全
を
図
り
農
業
経
営
の
安
定
を
図
る
た
め
の

制
度
で
す
。
ま
た
、
都
市
計
画
に
と
っ
て
も
将
来

有
効
活
用
で
き
る
土
地
の
種
地
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
て
き
ま
し
た
。
今
回
の
改
正
の
主
旨
は
、
身

近
な
緑
地
で
あ
る
農
地
を
保
全
し
、
良
好
な
都
市

環
境
を
形
成
す
る
た
め
よ
り
柔
軟
な
生
産
緑
地
の

活
用
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
30
年
が
10
年
区
切
り

と
な
り
、
市
民
農
園
等
へ
の
貸
出
（
都
市
農
地
の

賃
借
の
円
滑
化
に
関
す
る
法
律
）
も
行
え
ま
す
。

■
豊
田
市
で
は
、
公
園
・
緑
地
・
公
共
用
地
へ
の

種
地
と
し
て
の
保
全
、
立
地
適
正
化
計
画
に
お
け

る
重
点
居
住
促
進
区
域
の
宅
地
化
促
進
等
を
考
慮

し
な
が
ら
、
適
切
な
都
市
計
画
上
の
運
用
を
図
る

方
針
で
い
ま
す
。

■
豊
田
市
農
業
委
員
会
と
し
て
は
、
こ
れ
か
ら
指

定
さ
れ
る
特
定
生
産
緑
地
が
、
良
好
な
都
市
農
地

と
し
て
保
全
管
理
さ
れ
る
よ
う
、
指
導
と
支
援
等

の
農
地
利
用
最
適
化
推
進
を
図
る
予
定
で
あ
り
ま

す
。

特定生産緑地制度

生
産
緑
地
の
指
定
か
ら
30
年
を

経
過
し
て
も
指
定
は
継
続

さ
れ
ま
す
が
、

税
制
優
遇
措
置
は
縮
小
さ
れ
ま
す

■
生
産
緑
地
と
は
、
土
地
所
有
者
の
申
請
に
基
づ

き
、
都
市
計
画
で
指
定
を
受
け
た
市
街
化
区
域

内
の
農
地
で
す
。
豊
田
市
で
は(

藤
岡
地
区
を
除

く
）、
平
成
４
年
12
月
に
指
定
さ
れ
、
令
和
４
年

12
月
に
指
定
か
ら
30
年
が
経
過
し
ま
す
。

■
30
年
経
過
後
に
指
定
が
自
動
解
除
さ
れ
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
い
つ
で
も
買
取
申
出
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
か
ら
、
制
限
の
な
い
農
地

と
し
て
現
在
受
け
て
い
る
税
制
の
措
置
が
適
用
さ

れ
な
く
な
り
ま
す
。

都
市
農
地
の
将
来

豊
田
市
で
は

生
産
緑
地
面
積
は
少
な
い
が

都
市
農
地
と
し
て
の
役
割
は

重
要
な
も
の
が
あ
り
ま
す

大
都
市
（
名
古
屋
市
）
で
は

生
産
緑
地
が
農
地
の

大
き
な
面
積
を
占
め
て
い
ま
す

生産緑地 生産緑地

市街化区域内農地

市街化区域内農地

市街化調整区域内農地

市街化調整区域内農地

都市計画区域外農地

51ha

252ha

2,735ha

5,308ha

250ha

468ha

456ha

■
生
産
緑
地
所
有
者
の
申
請
に
基
づ
き
、
特
定
生

産
緑
地
と
し
て
指
定
さ
れ
る
と
、
引
き
続
き
現
在

の
税
制
優
遇
措
置
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
特
定
生
産
緑
地
に
指
定
さ
れ
る
と
、
買
取

申
出
の
制
限
が
、
10
年
間
延
伸
さ
れ
ま
す
。
指
定

を
更
新
す
る
か
ど
う
か
は
、
10
年
毎
に
判
断
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
更
新
し
な
い
場
合
は
、
10
年

経
過
後
い
つ
で
も
買
取
申
出(

生
産
緑
地
解
除
）

が
可
能
と
な
り
ま
す
。

■
現
在
の
指
定
期
限
の
30
年
経
過
後
に
、
特
定
生

産
緑
地
の
指
定
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

期
限
前
の
指
定
申
出
が
必
要
で
す
。
豊
田
市
都
市

計
画
課
で
は
、
令
和
元
年
10
月
か
ら
所
有
者
向
け

説
明
会
と
意
向
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
令
和
２

年
か
ら
３
年
に
か
け
て
指
定
申
出
の
と
り
ま
と

め
、
都
市
計
画
審
議
会
で
の
審
議
等
を
経
て
、
指

定
公
示
の
予
定
で
す
。

都
市
農
地
の
機
能
を
守
る
た
め

「
特
定
生
産
緑
地
」
制
度
を
創
設

税
制
優
遇
措
置
が
継
続
さ
れ
ま
す

【豊田市】【名古屋市】
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市街化区域内農地

‌

■
足
助
地
区
大
多
賀
町
の
農
地
は
約‌

11‌

ha‌

あ
り
ま

す
が
、
平
成
30
年
を
機
に
全
集
落
が
高
齢
化
等
の

理
由
で
全
て
遊
休
農
地
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
廃
校
の
小
学
校
を
利
用
し
て
日
東
醸
造
㈱
が

小
麦
原
料
の
「
し
ろ
た
ま
り
」
の
仕
込
み
蔵
と
し

て
利
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
格
的
な
小
麦
栽

培
が
で
き
な
い
か
と
検
討
を
重
ね
ま
し
た
。

■
地
区
担
当
推
進
委
員
の
加
納
一
範
さ
ん
、
農
業

委
員
の
伊
藤
政
和
さ
ん
を
中
心
に
、
遊
休
農
地
利

用
の
小
麦
栽
培
試
験
に
着
手
し
ま
し
た
。
冬
の
寒

さ
が
厳
し
い
場
所
な
の
で
、
高
冷
地
用
品
種
の
シ

ラ
ネ
コ
ム
ギ
、醤
油
に
適
し
た
イ
ワ
イ
ノ
ダ
イ
チ
、

平
坦
部
の
通
常
栽
培
種
の
ゆ
め
あ
か
り
の
３
種
の

ど
れ
が
最
適
品
種
に
な
る
か
を
、
同
一
農
地
に
並

列
栽
培
し
て
試
験
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

足
助
地
区
有
志
委
員
が
遊
休
農
地

解
消
の
た
め
、
継
続
的
に
活
動

６
月
頃
に
は
成
果
の
確
認

山
間
農
地
活
用
は
課
題
が
多
い

■
昨
年
10
月
末
に
は
発
芽
し
、
順
調
に
生
育
し
て

成
果
が
期
待
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
山
間
地
は
担

い
手
が
一
番
の
課
題
で
す
。
加
納
推
進
委
員
さ
ん

の
戸
別
訪
問
調
査
に
よ
れ
ば
、
兼
業
で
も
農
作
業

は
無
理
で
、
大
多
数
が
農
地
を
誰
か
が
借
り
て
維

持
し
て
く
れ
る
こ
と
を
希
望
し
て
い
ま
す
。
集
落

の
話
合
い
を
続
け
、
今
後
、
山
間
地
の
農
地
活
用

を
工
夫
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

▲鹿・猪の獣害対策が必須です。応援にかけつけた委員さん達と２ｍ高の柵設置に汗を流しました。

遊休農地解消への試み
山間地小麦栽培の可能性を探る農業委員・推進委員

▲３品種を試験栽培。シラネコムギは、長野県の高冷地用品種です。

▲農地所有者との懇談会も開催。今後は集落全体の話合いを行う予定です。

▲手順は、遊休農地の草刈りから、耕起・排水路・播種・除草剤散布等が必要です。

■
栽
培
の
企
画
に
は
、
県
農
業
普
及
改
良
課
の
野

村
さ
ん
、
足
助
営
農
セ
ン
タ
ー
の
三
橋
さ
ん
達
の

協
力
を
得
て
、
ま
た
獣
害
対
策
用
柵
、
種
子
代
等

の
費
用
は
日
東
醸
造
㈱
の
支
援
に
よ
り
賄
い
ま
し

た
。
耕
起
・
播
種
等
の
作
業
は
３
回
程
で
、
伊
藤

政
和
農
業
委
員
の
自
家
用
大
型
機
械
に
よ
り
パ
ワ

フ
ル
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

足助地区の
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■
足
助
地
区
大
多
賀
町
で
の
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ

柵
設
置
作
業
に
、
事
務
局
も
同
行
し
作
業
を
行
い

ま
し
た
。
現
場
で
指
導
を
受
け
、
慣
れ
な
い
な
が

ら
も
一
緒
に
汗
を
か
き
、
設
置
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
委
員
の
皆
さ
ん
が
テ
キ
パ
キ
と
作
業
を

行
う
姿
に
さ
す
が
プ
ロ
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
こ
の

活
動
が
遊
休
農
地
解
消
の
一
助
に
な
れ
ば
と
思
い

ま
す
。
今
後
も
活
動
の
様
子
を
伝
え
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。　
　
　
（
事
務
局
ー
加
藤
・
生
田
）

■
４
月
か
ら
12
月
ま
で
の
調
整
区
域
内
転
用
件
数

は
、
第
４
条
（
地
主
が
農
地
以
外
に
利
用
）
が
23

件
で
、
面
積
は
約
１
万
３
千
㎡
、
第
５
条
（
地
主

以
外
が
農
地
以
外
に
利
用
）
が
198
件
で
、
面
積
は

約
21
万
８
千
㎡
で
し
た
。
届
出
制
の
、
市
街
化
区

域
内
転
用
は
、
第
４
条
が
41
件
、
約
２
万
㎡
、
第

５
条
が
168
件
、
約
９
万
６
千
㎡
で
し
た
。
ま
た
、

農
地
等
を
農
地
と
し
て
売
買
や
貸
し
借
り
す
る
第

３
条
の
件
数
は
66
件
で
、
面
積
は
約
11
万
５
千
㎡

で
し
た
。
そ
の
他
、
納
税
猶
予
の
適
格
者
証
明
11

件
、
生
産
緑
地
の
主
た
る
従
事
者
証
明
８
件
等
を

審
議
し
ま
し
た

■
ま
た
、
令
和
元
年
４
月
か
ら
12
月
ま
で
の
農
用

地
利
用
集
積
計
画
の
決
定
は
、
約
318
万
３
千
㎡
で

し
た
。
内
、
中
間
管
理
機
構
へ
の
決
定
は
、
約

27
万
㎡
で
し
た
。

調
整
区
域
転
用
約
23
万
㎡
を
慎
重
審
議

▲約３時間にわたる研修と意見交換・情報提
　供の会議を行いました。欠席委員も同じ会
　議を別に受けて、レベルを同じにしました。

■
加
入
で
き
る
人　

①
国
民
年
金
第
一
号
被
保
険
者

②
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事　

③
20
歳
以
上
60
歳
未

満
の
方　

＊
国
民
年
金+

農
業
者
年
金
が
安
心

■
積
立
方
式
だ
か
ら
、
自
分
が
か
け
た
金
額
は
年
金
と

し
て
生
涯
も
ら
え
ま
す
。

■
保
険
料　

月
２
万
円
～
６
万
７
千
円
ま
で

■
申
込
み
・
問
合
せ　

豊
田
市
農
業
委
員
会
事
務
局　

(

℡
34
―
６
６
３
９)

あ
い
ち
豊
田
農
協　

（
℡
31
―
２
３
２
６
）

●
農
業
者
の
老
後
は
国
民
年
金
だ
け
で
は
不
安
で
す

農
業
者
年
金
で
安
心
な
老
後
を

活動記録豊田市農業委員会

農
業
委
員
会
総
会

審
議
概
要
紹
介

農
業
委
員
・
推
進
委
員
の
改
選

■
農
地
法
の
規
定
に
基
づ
き
毎
年
行
っ
て
い
る
、

市
内
全
筆
の
農
地
利
用
状
況
調
査
を
今
年
度
も
実

施
し
ま
し
た
。
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
２
号
遊

休
農
地
（
指
導
農
地
）
の
一
部
に
つ
い
て
、
11
月

～
12
月
に
か
け
て
農
業
委
員
・
推
進
委
員
が
所
有

者
に
戸
別
訪
問
を
行
い
、
草
刈
り
等
を
お
願
い
し

ま
し
た
。
活
動
の
結
果
、
２
号
遊
休
農
地
を
相
当

解
消
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

農
業
委
員
・
推
進
委
員
の
合
同
会
議

■
お
知
ら
せ

■
令
和
２
年
７
月
19
日
を
も
っ
て
現
在
の
委
員
の

任
期
満
了
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
２
月
３
日
～
３

月
２
日
ま
で
、
公
募
を
行
い
ま
し
た
。
今
後
は
次

期
委
員
の
選
任
の
手
続
き
を
進
め
て
行
き
ま
す
。

推
進
委
員
・
農
業
委
員

活
動
紹
介

農
地
現
況
調
査
と
遊
休
農
地
解
消
指
導

■
９
月
20
日
、市
役
所
本
庁
舎
に
て
全
農
業
委
員・

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
を
対
象
に
し
た
合
同

■
調
査
に
よ
り
現
況
が
山
林
と
判
定
さ
れ
た
農
地

に
つ
い
て「
非
農
地
通
知
書
」を
発
送
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
10
～
12
月
に
、
２
千
47
名
、
２
千
897
筆

の
非
農
地
通
知
書
を
発
送
し
ま
し
た
。
通
知
書
を

受
け
取
っ
た
方
は
、
法
務
局
で
の
登
記
申
請
が
必

要
で
す
。
農
地
地
目
を
、
山
林
等
の
現
況
地
目
に

変
更
さ
れ
る
こ
と
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

非
農
地
通
知
を
発
送
し
ま
し
た

会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
農
地
利
用
最
適
化
活
動
の
さ
ら
な
る
推
進
を
目

的
に
開
催
し
た
も
の
で
す
。
会
長
が
、
今
後
の
農

地
利
用
最
適
化
業
務（
農
地
の
貸
し
借
り
の
仲
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　令和元年 11 月 22 日、常設審議会
委員一行が、TAIKEI ファームの苺栽培
温室と営農型太陽光発電を視察しまし
た。専門的な質疑も行われました。

●愛知県農業会議常設審議会委員の視察

農業委員会 雑 記
■農業委員等の綱紀粛正通知について
　昨年 10 月、立て続けに奈良県安堵町と
大分県別府市の農業委員会長逮捕の報道記
事が続いた。これをうけ、全国の農業委員
会に綱紀粛正通知が出された。農地転用に
絡む逮捕容疑であり、極めて遺憾な事態で
ある。職責の重要性について、あらためて
自覚をするところである。ただ、所定の基
準による農地転用は、総会の合議議決によ
り決まる。法的には、会長に特別な権限は
無く、会長の裁量で結果が変わると言うよ
うな事はないのであるが。
■満期を迎える新制農業委員会
　今年の夏は３年間の任期満了となり、一
つの区切りとなる。農地利用最適化が重点
業務となったが、この業務への取組み体制
が十分浸透しているか、全国又は愛知県下
で見ればまだまだ不十分と推測できる。先
駆的取組の農業委員会が３割程度、あとは
それなり、または変わっていないが残りと
いう印象を受ける。制度の仕組みは変革さ
れているが、意識が変わっていないのが理
由。実践する意識改革が常に必要、農業委
員会を支える事務局職員も同様である。

( 農業委員会会長　横粂　鈞）

会長


